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連 鶴
「わたしの時間」ということ

校 長 圓 山 文 堯

「わたしの時間」とは詰まるところ「ひとりを堪能する時間」である。ひとりでぼ
んやりしたり、考え事をしたり、好きな趣味に没頭する貴重なひとときということだ。

単身赴任をしていた頃、全部「わたしの時間」になった。何をするにも自由、好き
勝手にできると思った。が、実際はそうはならなかった。朝、一人で起きても起きた
気がしないし、何か食べても食べた気がしない。ぼんやりとする時間はあるが、妻や
母にあれこれ小言を言われないと、何やら時間にメリハリがないのである。つまり、
全部「わたしの時間」になると「わたしの時間」がなくなってしまう。家族との生活
があるからこそ、ひとりの「わたしの時間」が味わえるのである。

そこで、意気揚々と「単身赴任であなたと家族の有り難さがわかったよ」と妻に話
をした。すると、何を贅沢なことを言っているかと叱られた。妻は私といると「わた
しの時間がない」と訴える。私のために食事の支度、洗濯など・・・。もう少し自立
するように諭された。要するに私は邪魔？！・・・。

閑話休題。

さて、１２月である。学期末ということで学習のしめくくりにかかっている。冬休
みを控え、子どもひとりひとりに「わたしの時間」をどのように過ごさせるか考えさ
せ、計画させなくてはならない季節である。そんな中、冒頭のようなことを考えてし
まったのである。

そんなに長くもなくお正月を挟んだ休みである。「わたしの時間」は多くないかもし
れない。だからこそ、「わたしの時間」を有効に過ごしてもらいたい。意外と子どもた
ちもわたしと同じで、家族の皆からあれこれ言われることでメリハリのある時間を過
ごせるのかもしれない。なんにも言われず「好きにどうぞ」などと突き放されると結
局何をするでもなく無為な時を過ごしてしまうのではないだろうか？

是非、あれこれ色々な仕事を言いつけたり、小言をたくさん言ったりして、「わたし
の時間」の大切さを子どもたちに実感させてほしい。

わたしもある方法を考えた。妻に対し
て、こう宣言するのだ。「わたしの時間
は要りません。わたしの時間は全部あな
たのものです」時間の所有権を譲渡して
しまうのである。どう使おうが妻次第。
これなら不平等も解消できるはずだ。

それに時間とは元来、所有するもので
はなく、与えられるものである。もとも
と女性（母親）から与えられた命なのだ
から。妻に時間を委ねることで「わたし
の時間」が贈られる。与えられてこそ「わ
たしの時間」である。

などと、今は思っている。

私事にて失礼候。

〈教育目標〉
学び
きたえ
思いやる子
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楽しかった！  
 １１／２２（火）に児童会行事のふれあいキッズカーニバルが行われました。６年生を中心にキッズ

グループで協力しながら準備してきた出店は、グループごとに工夫した楽しいものばかり。山居町保育

園と村上幼稚園の子どもたちも招いての、保護者や地域の方と交流しふれ合う楽しい時間となりました。 
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１ 木 個別懇談③         読書旬間 15 木 チャレンジテスト算数 教育相談① 

２ 金 全校朝会  個別懇談④  16 金 教育相談② 

３ 土 
 

17 土  

４ 日  18 日  

５ 月 県学テ国語 諸費引落し 19 月 教育相談③ 

６ 火 県学テ算数 委員会 20 火 街頭指導 ４限放課 ４年鮭の切り分けと配分 

７ 水 ６年採寸（昼休み） ５年堆朱教室  ＡＬＴ 21 水 ４限放課給食最終 町内子ども会 ＡＬＴ  

８ 木 防犯訓練 新中一生体験入学 22 木 ３限放課 みなみっこクリスマスバザーパーティー

９ 金 街頭指導 児童朝会(図書委員会）  23 金 天皇誕生日 

10 土 わくわくキッズスポーツ  24 土  

11 日  25 日  

12 月 期末清掃週間 放課後子ども教室 26 月 終業式  

13 火  27 火 冬季休業   

14 水 チャレンジテスト国語 キッズで遊ぼう（昼休み）ＡＬＴ 

「朝食と健康」学習会  

28 水
 

 

教育相談は、担任がクラスの子ども

たちを対象に行います。心配なこ

と、困っていることはないかなど、

一人一人の子どもと面談します。 

始業式は１月 10 日（火）、11 日（水）

から給食開始（給食、清掃、放課）

12 日（木）から普通授業開始となり

ます。主な予定は次のとおりです。 

13 日（金）なわとび月間開始 

16 日（月）書初め展 ～20 日 

20 日（金）学習参観日 

25 日（水）マーチング引継ぎ式 

今回はドッチビー。希望者は９:３０までに南小体育館へ

 ４年生が、１１／２５（金）塩引き作りを行いまし

た。事前に肴町の本間キトさんから鮭料理について教

わっての本番。一匹の生鮭からヌメリやワタを取った

り、塩をすり込んだりと一連の作業に挑戦。子どもた

ちは、まさに五感を使って村上の伝統を体験しまし

た。普段なにげなく食べている塩引きには、こんなに

も手数がかかっているのかと感じたことでしょう。ま

た、作っていただいたなわた汁に舌鼓。１０杯以上平

らげる強者もいたようです。保護者のみなさん、ボラ

ンティアのみなさんありがとうございました。 
みんなでヌメリをとりました。

その後、塩をすり込みました。

わくわくドキドキの保育園のみなさん糸がからんで、おまつりになりました。モグラたたきでクリーンヒットです。 

元気な毎日には村上南小の合い言葉「早寝早起き汗かく運動 なんでも食べようみなみっ子」これです！

１２ 月 の 行 事 予 定 

第３回あいさつ運動にご参加いただいた保護者・地域のみなさんです。ありがとうございました！ 

小田加代子さん、中山森衛さん、内山薫さん、鈴木清市さん、貝沼友治さん、木村徹さん、福井優子さん、五十嵐治

行さん、山田茂也さん、内山忠男さん、富樫勇巳さん、中野文夫さん、大滝良二さん、渡辺幸夫さん、川村昌子さん

伴田充さん、小田健一さん、楠田正さん、嶋田真由美さん、板垣征志郞さん、本間潤子さん、須貝幸子さん 
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